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初秋の筑波山

(鱗羅欝鵜姦貫)

筑波山は関東平野へ舌状に突出した形で君臨する八溝山地南端の霊峰

である.向きによっては円錐形の成層火山らしく見えることもあるが

頂部は薮れい岩山麓は斑状黒雲母花嵩岩からたる深成岩の山である.

写真左端に山体斜面の傾斜変換都が見える.そこから上方では斑れい

岩が分布し下方では厚い崖錐堆積物が覆っている.班れい岩と花嵩

岩との境界･貫入関係は崖錐堆積物が隠ぺいしているため永年論争の

種であった･幸い最近東部山腹における霞ヶ浦用水筑波1号トンネ

ル掘削中花嵩岩の貫入状況が確認されこの問題に決着が付いた(口

絵写真参照).

山頂部は2峰に分かれ西側(写真向かって左側標高870m)の男

体山と東側(標高8冊9血三角点)の女体山からなる.交通至便の今

目山頂までハイヒｰルで登れるとはいうものの遠望の自然は古人の

歌った風庸がそのままで変わっていない.『筑波嶺の峠より落つる男女

の川恋ぞつもりて淵となりぬる』(陽成院)は上記傾斜変換部あた

りの崖淵の滝で激しい水飛沫を浴びながら詠まれたものであろう.

(文服部仁写真正井義郎)�


